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P21 
【意見】目標である「沿岸域における生態系ネット
ワークの重要な拠点として、会場内の自然環境・生態
系の保全回復に取り組む。」と、「取り組むべき内容」
とが合致していない。生態系ネットワークを機能させ
るために、有識者・関連NGO、関係企業・団体等と定
期的で透明性のある検討会を設置し、事業地および事
業期間にとどまらない広域的かつ恒久的な保全策の検
討と実現に向けた具体策に取り組むべきである。 
【理由】大阪湾は埋め立て等により99％の干潟が消失
したが、今でも湿地環境が形成されれば多くの渡り鳥
が飛来することが判明しており、大阪府の生物多様性
ホットスポットAランクに指定されている。目標に掲
げる生態系ネットワークの拠点を実現するためには、
事業地内での短期的な取り組みだけでは不可能であ
り、事業地外である大阪湾沿岸も含め、それらの生態
系の特性、生物の移動分散を考慮した、長期的なビ
ジョンと保全計画の立案と実行が必要不可欠である。
現在、事業主は事業用地が大阪市の所有でありかつ期
間限定であることを理由に、こうした検討を避けてい
るが、例え期間限定であっても関係自治体および関係
者と、博覧会を契機とした目標（レガシー）の実現に
向けた構想協議を牽引する役割と責任がある（当然、

法人その他の団体にあっては、
その名称、代表者の氏名 

法人その他の団体にあっては、
その主たる事務所の所在地 



事業者は事業地外・期間外の行動計画範囲についての
実施主体とはならない）。 
また、こうした協議は、取り扱う内容によるが、環境
NGOを含み、できる限りオープンで透明性のあるもの
であるべきである。 
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